
①林業システム革新
・百年の森林事業の継続的な実施等
②木材流通システム革新
・ICT「百年の森林創造情報システム」の機能拡張等
③小規模分散型再生可能エネルギー供給システムの整備
・熱供給システムの導入等
④都市圏との交流人口拡大に向けた体験観光・環境教育事業など
地域産業振興

西粟倉村バイオマス産業都市構想の概要
岡山県西粟倉村、人口 約0.15万人、面積約0.6万ha

「百年の森林事業」（平成20年度から実施）に基づく森林整備（川上）と流通管理（川下）の一元管理の下、
未利用材などの森林バイオマスの熱利用を基軸に小水力・太陽光発電と組み合わせ、エネルギー自給100％
の地域づくりを目指す。

①林業システム革新

②木材流通システム革新

③小規模分散型再生可能エネルギー供給システムの

整備

④都市圏との交流人口拡大に向けた体験観光・環境

教育事業など地域産業振興

１．将来像

①私有材管理協定締結面積：3,580ha（現 993ha）

②間伐実施面積：2,400ha（現 770ha）

③木質バイオマス利用量：5,000m3（現 250 m3）

３．目標(10年後)

２．事業化プロジェクト

構想の概要

・既存の「百年の森林事業検討会」や「環境モデル都市実

務担当者連絡会議」の場を活用し、構想を推進。進捗状

況の点検・評価は、有識者等からなる「西粟倉低炭素地

域づくり検討協議会」が実施

５．実施体制

・西粟倉村新エネルギービジョン（H17）
・第5次西粟倉村総合振興計画（H24）
・環境モデル都市選定（H25）

６．その他

①燃料コストの削減：10,000千円/年
②温室効果ガス削減：1,600 t-CO2/年
③雇用の創出：105名（現50名）
④観光客の増加：3,500名（現1,400名）
⑤環境教育プログラム利用者の増加：500名（現0名）

４．地域波及効果
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